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第 104回（平成 30年度第 11回） 

近江八幡市安土町地域自治区地域協議会 次第 

日 時：平成 31年 2月 25日（月）午後 1時 30分 

場 所：安土町総合支所 3階旧議員控室 

１．開会 

 

 

２．経過報告 

  

 

３．報告事項 

 （１）公共施設マネジメント推進委員会の報告について           

 

 

 （２）安土・老蘇学区まちづくり協議会の取り組み状況に関する意見交換   参考１ 

 

  

４．協議事項 

 （１） 地域協議会の活動のまとめについて              資料１～３ 

                  

  

 

 （２） 地域協議会第５期活動中間報告（案）について           資料４ 

     日 時 ： 平成３１年３月１２日（火） 午後１時３０分から 

     場 所 ： 市長室 

  

 

 

５．その他 

  

 

（連絡事項等） 

３月会議運営部会は、３月  ５日（火）１３：３０から 

３月定例会は、３月１８日（月）１３：３０から 

 

 

６．閉 会 
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会議録 
 

●会議の名称 安土町地域自治区地域協議会 第 104回（平成 30年度第 11回）定例会 

●開催場所 近江八幡市安土町総合支所 3階旧議員控室 

●開催日時 平成 31年 2月 25日（月） 13:30～15:35 

●出席者 

（委員等） 

安田惣左衞門会長、茶野初美副会長、伊藤洋子委員、可須水弘美委員、 

小杉稔委員、志井和美委員、善住元治委員、仙波謙三委員、廣瀬敏委員、 

矢場義章委員 

（事務局） 

 

地域協議会事務局 安土町総合支所住民課…嶋川支所長、重田参事、赤松主幹、

矢野副主幹 

●議題及び議事 報告事項  

・公共施設マネジメント推進委員会の報告について 

・安土・老蘇学区まちづくり協議会の取り組み状況に関する意見交換 

協議事項  

・地域協議会の活動のまとめについて 

・地域協議会第５期活動中間報告（案）について 

 

事務局  第 104回安土町地域自治区地域協議会を開会いたします。 

本定例会は、「近江八幡市及び蒲生郡安土町の廃置分合に伴う地域自治区及び

地域自治区の区長の設置に関する協議書」第 11 条第 3 項の規定により開催して

おります。本日の定例会出席者 10 名により、本会議が成立していることをご報

告申し上げます。 

開会に際しまして安田会長よりご挨拶をいただきます。 

 

会長  （あいさつ） 

 

事務局  ありがとうございました。 

これより議事に入らせていただきます。議長につきましては、協議書の規定に

基づき、安田会長にお願いいたします。 

 

会長 

 

それでは、規定に基づき、議長を務めます。なお、本日の会議は 15時 30分を

めどに終了を予定しておりますので、円滑な議事運営にご協力をお願いいたしま

す。 

 会議次第に基づき、議事に入ります。 

前回（1月 28日）以降の地域協議会の活動経過報告を行います。 

まず、広報編集部会から報告をお願いします。 

 

副会長 地域協議会だより第 50 号につきましては、市広報４月１日号に合わせて発行
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する予定です。 

 

会長  次に、会議運営部会の活動について、部会長の私から報告をいたします。 

 会議運営部会は、2 月 6 日に開催し、本日の定例会の協議事項について協議を

行いました。 

 資料につきましては、前回の定例会及び会議運営会での意見を踏まえて修正し

ましたので確認をお願いします。前回の定例会でアドバイザーから、委員がフリ

ートークの中で意見を出すことによって、いろんな思いが出てくるのではないか

というアドバイスがございましたので、そのような機会を新年度設けたいと思い

ます。また、会議運営部会で、本日の資料の確認をさせていただきました。 

 以上、会議運営部会の内容です。 

ご意見・ご質問はありませんか。 

無いようですので、経過報告については以上とします。 

次に、意見箱等に寄せられた意見につきましては０件でした。 

それでは、報告事項に進みます。 

  それでは、公共施設マネジメント推進委員会について報告をお願いします。 

 

委員 ※ 報 告 

 

会長  ありがとうございました。 

 ご質問はありませんか。 

  元健康づくりセンターで譲渡となっているのは、グラウンドのことですか。 

 

委員  グラウンドが残っているという意味です。 

 

会長  他にご意見ご質問がないようですので、本件については以上とします。 

 安土学区及び老蘇学区まちづくり協議会の取組状況につきましては、事前に資

料が委員に送付されているとは思いますが、両まちづくり協議会の活動内容につ

いて、質問や意見がございませんか。 

 

副会長  ２月１７日の安土駅オープニングイベントについて、当日はお店が駅前と小学

校に出ていましたが、小学校に多くの方が来られていて駅前が寂しい状況だった

ように思いました。 

小学校で、子どもたちの踊りがされていていいなと思いました。 

 

委員  当初は駅前の北口広場で行う予定でしたが、踊りを行う予定で会場が分かれま

した。 
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委員  オープニングイベントは盛況だったと聞いています。時節柄、寒い日になるか

も分からないので、よさこいソーランは小学校の体育館で行うということになり

ました。はじめは駅前でやる予定でしたが、もし雪が降ったらどうしようという

ことで、それなら屋内でしようということになりました。 

駅の南側では、伊庭家の場所等でスタンプラリーもされていて盛況でした。 

 

会長  本件については以上とします。 

 次に協議事項に進みます。 

 資料について、事務局から説明を求めます。 

 

事務局  ※資料１～３について説明 

 

会長 

 

 「活力あふれる住民参加のまちづくり」というタイトルで、１０年間やってき

て、その結果、それがどんなまちづくりを創造するのかということにつきまして

は、アドバイザーから、全員でフリートークをする会議を持って、このタイトル

の表現内容を考えていけばということでした。 

地域協議会として活動した結果、こんなまちにしたいというようなことが出て

くれば、１０年間の総括としてはわかりやすいと思います。 

また、資料１と２を見ていただきますと、地域協議会の活動が分かるのではな

いかと思います。 

 

副会長 

 

 この資料は、いつ協議したのかが分かるので、分かりやすいと思います。 

会長 

 

 資料２については、我々地域協議会としてまとめた調整結果ですので、委員の

皆さんが分かりやすいというのが第一です。 

  資料３については、今度のフリートークの中で、何か意見を出し合っていくと

いうことで作った図ですが、検討するイメージとして、このような図を前提に、

意見を出していただきたいという思いです。 

 

委員  視察研修先で、まちづくりを進めるための仕組みをそれぞれ特色ある形で作ら

れています。研修先の仕組みの図がありました。それに対して近江八幡市では、

このような形でまちづくりを進めている。というような図があれば分かりやすい

と思います。 

 

会長  恵那市と伊賀市でそのような図があったと思います。 

 

委員  視察研修概要の特色に、まちづくりを進める上で参考になる情報がもう少しあ

ったほうがいいと思います。 
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副会長  これ以上どのような情報を追加すればいいのかについては難しいと思います。 

 

会長 もう少しまちづくりのヒントになるような情報があればということです。 

 

委員 視察先からいただいた資料だけでも検討する材料がいっぱいあります。 

 

会長 視察研修で、まちづくりのヒントになるようなものがあったので、それをこの

安土地域も考えたらいいのではないかというご発言でした。 

 

委員 地域協議会のメンバーでまちづくりをすることはできませんが、各集落の自治

会やまちづくり協議会などの団体が、こんなまちになったらいいなというのを描

いていると思います。そういった現状の夢をかなえるような仕組みが大事だと思

います。夢を語れる場が仕組みの中で見えるようになればいいなと思います。 

 

会長 まちづくりは、お互い理解しあって、その内容で納得できて初めてできるもの

です。そのことが示せられたらなという思いを委員が発言されたと思います。 

フリートークでは、どんな団体がどんな活動をされているのかというところか

ら整理をし、次にどういう課題があって、その解決策はどういう形で検討いただ

いたら解決に近づくというようなところを示すことができればいいと思います。 

 

委員 協働のまちづくり基本条例を図にしたものはありますか。 

 

会長 無いと思います。 

 

委員 資料３を見ると学区住民は各種団体だけ関わって、行政は自治会だけ関わって

いるというように感じます。 

 

会長 今度、フリートークを行ったときに実態に即して直していき、委員みんなで作

り上げるためのたたき台です。 

 

委員 資料３は、これがいいとか悪いとかの資料ではないと思います。フリートーク

していく中で、いろんな考えを出し合って、それをまとめていくということだと

思います。これは１回でできるものではないと思います。 

 

委員 学区民がまちづくりの中心だと思います。 

 

会長 委員の発言のとおり住民が作り上げていくのがまちづくりの基本ですので、行

政がまちづくりをするものでもありません。地域住民の思いでまちづくりが盛り
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上がってくるので、そういうものが基本だと思います。 

またアドバイザーから、フリートークを行い、そこで出された意見から新たな

発見が出てくるというアドバイスがありました。そのようなことを来年度に行い

たいと思っています。 

 

委員 視察先で、学区住民の意見を行政に届けているというような仕組みがあれば教

えていただきたいと思います。近江八幡市の場合は、市長との車座談義というも

のがあって、住民の思いを聞いていただける仕組みがあるのですが、そのような

事例はありましたか。 

 

会長 住民が市長と話ができる仕組みというのはなかったと思います。 

 

委員 近江八幡市内の安土・老蘇以外のまちづくり協議会は、どんなことをされてい

るのか分かりませんが、良い事例があれば安土学区と老蘇学区のまちづくり協議

会の事業に取り入れていくのがいいと思います。 

 

会長 各まちづくり協議会の事業を聞く機会は既にあります。 

１年に１回、まちづくり協議会の特色ある活動を発表される場があります。そ

れを聞いて参考にしたいと思われた学区は、その発表された学区へ研修に行って

おられます。 

 

委員 どの学区もまちづくり協議会という仕組みは変わらないのです。 

 

委員 各まちづくり協議会が、より良いまちづくりに取り組んでおられる中で、我々

のまちをもっと良いものにしたいという話を地域協議会で協議をしようという

ことなのですが、高いところを狙うというのは非常に難しいと思います。 

 

委員 分かりやすいのは、土地改良や環境改善の問題です。そのことの要望はありま

すが、それをまちづくり協議会や市に相談しても解決できないのです。県に相談

して欲しいという話になります。そういうことも含めた地域計画を立てないとい

けないと思います。 

 

会長 まちづくり協議会が解決できるわけではない課題があるということを発言さ

れたと思います。そういうことも、フリートークをする中で何かが見えてくるだ

ろうと思います。 

 

 

 この件については、以上とし、次に進みます。 

 協議事項２点目の地域協議会第５期活動中間報告（案）につきましてご提案申

し上げます。 
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 事務局から説明をお願いします。 

 

事務局  ※資料４について説明 

 

会長 この件については今回の定例会でお諮りし、３月１２日に市長に報告をさせて

いただきます。 

この中間報告に関しまして、ご意見ご質問はありますか。 

 ご意見等が無いようですので、本日の協議は以上とさせていただきます。 

 3月の会議日程ですが、会議運営部会は 3月 5日火曜日 13時 30分から開催さ

せていただきます。また、3 月の定例会につきましては、3 月 18 日月曜日 13 時

30分からと提案させていただきます。 

お忙しいとは存じますが、ご出席をお願いします。 

以上で、本日の会議は終了します。 

閉会に際しまして、副会長からご挨拶をお願いします。 

 

副会長  （あいさつ） 

 

  

 【終了 15:35】 

  

  

  

  

  

  

 

会議録作成 

 近江八幡市安土町地域自治区事務所 

 住民課 庶務グループ 

 TEL: 0748-46-3141 FAX: 0748-46-5320 

  E-mail: 390110@city.omihachiman.lg.jp 


